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国語科の授業モデルに関する一考察
―句会の実践を通して―
町　田　守　弘　　
１　はじめに
担当する授業を，受講者にとっていかに魅力あるものにするかという課題は，最も基本的な教育
の課題である。これはどの教科でも，またどの校種にも共通する普遍的な課題であり，大学や大学
院の授業といえども授業担当者は可能な限りの工夫をしなければならない。ここで言う「魅力ある
授業」とは，学習者が楽しく取り組むことができるような，すなわち学習者の興味・関心を喚起で
きるような授業のことであり，加えてその授業を通して当該教科・科目の学力が育成される授業を
意味している。
わたくしは 2002 年 4 月の早稲田大学教育学部着任以来，同学部国語国文学科に設置された「国語
表現論」の担当を続けている。この科目は国語国文学科の専門選択科目であるが，国語科の教員免
許取得希望者にとっては必履修となることから，国語教育を専攻する教員が担当してきた経緯があ
る。本稿ではこの「国語表現論」という授業を具体例として取り上げ，1時間配当の構想に基づく実
践を明らかにすることによって，魅力ある授業創りに向けての提案をする。
「国語表現論」に関しては，教職関連科目に準ずるという位置付けにも配慮しつつ授業を計画し，
実践に取り組んできた。その概要に関しては，すでに拙稿「大学における『国語表現』の授業構想」1
で報告している。この中で，どのような目標のもとでどのような授業を展開しているかという点に
関してはすでに論究したので，本稿では一つの「授業モデル」という観点から，2012 年度に実践し
た授業に即してその具体的な内容を紹介し，国語科の授業創りに関わる考察を加えることにしたい。
2　国語科の授業で目指すべきこと
授業における学びは，最終的に個人の学びへとフィードバックされるべきものである。すなわち，
受講者一人ひとりが授業を通して学びを体験し，その成果が蓄積されることになる。指導者の講義
形態に基づく一斉授業の場合，多くは専門的な知見の注入が目指される。しかしながら，教室には
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な個性を有する学習者が存在し，固有の状況が生成されていることから，相互の交流を通して学び
が深まるという授業の形態も工夫する必要がある。すなわち，学習者の小集団としてのグループレ
ベルの学習者の交流，さらにはより規模の大きな集団としてのクラスレベルの交流の効果的な実現
は，授業において目指されるべき重要な要素と言えよう。個人の学びがグループでの交流活動によっ
て深められ，それがクラスでの交流活動によってさらに深められるという形態をいかに実現するかと
いうことを，授業の構想の中で検討する必要がある。グループおよびクラスでの交流を経て深められ
た学びは，個人へのフィードバックを目指すことになる。本稿で提案する授業モデルは，個人，グルー
プ，クラスのそれぞれの位相における学びの交流を実現するという点に配慮したものである。
授業においてもう一つ重要な点は，学びのシステムを構築すること，すなわち学びを効果的に組
織し展開するための具体的な方策を整備することである。この点に関しては，わたくし自身の実践
に即して，一つの方略を提案することにしたい。それは国語科の授業創りに際して，毎時間授業内
容に即して作成した「研究の手引き」と「授業レポート」，そして「研究資料」と称する用紙を配布し，
それに即して授業を展開するということである。この方法は，大学の勤務となる以前の中学・高等
学校の授業を担当していた当時から継続して取り入れているものだが，2012 年現在学部で担当する
すべての授業において導入している。
「研究の手引き」には，その日の授業の研究テーマと主な授業内容を整理しておく。「研究の手引
き」に即して授業が進行し，受講者は授業展開に応じて「授業レポート」に聞いたことや考えたこ
とを書く。「授業レポート」は授業終了時に回収して点検し，毎回出欠確認を兼ねて評価したうえで，
希望者には次の時間に返却する。さらに授業で使用する教材に関しては，「研究資料」として作成し，
配布する。なおこれらの配布資料はすべてA4サイズに統一し，そのままファイルに綴じて分類・整
理できるように配慮した。このような授業形態ですべての授業を計画し展開することによって，授
業構想を体系化し，授業内容を焦点化するように心がけている。
受講者が毎回の授業中にまとめる「授業レポート」はA4サイズ 1枚の分量であるが，授業で提示
される多様な課題に関して，自身の考えをまとめたり，受講者や担当者の話を聞いて考えたことを
整理したりする。すなわち，受講者は毎回必ずA4サイズ 1枚程度の文章を書いて提出することにな
る。提出が義務付けられているために，彼らはしっかりまとめるという目的意識を持って書く。こ
のような場所を授業の中に設定することによって，具体的な書くという国語表現の活動を実現する
ことができる。
「授業レポート」を点検すると，個々の受講者の内実がよく表れていることが分かる。最後に「ひ
とことメモ」と称する欄を設けて自由に感想を書かせているが，この欄からは授業内容に対する受
講者の反応を直接受け止めることができる。彼らの声は，可能な範囲で次の授業に反映させるよう
に努める。さらに「授業レポート」には返却の希望を尋ねる欄を設けておいて，希望者にのみ次の
授業時間に返却する。返却の際には，気が付く範囲で誤字等の修正や，特に「ひとことメモ」の記
述内容に関連した簡単なコメントを記入することにした。コメントを記入すると，次の授業では受
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講者からの新たな反応が返ってくる。また「授業レポート」に意欲的に取り組むようになり，内容
も少しずつ充実してくる。ただし担当者にとって，毎回の「授業レポート」の点検は当然のことな
がら負荷がかかることになる。授業の準備に充てることができる時間を勘案して，どの程度まで取
り組めるのかという範囲を自らの内部で確立したうえで取り組む必要がある。
「国語表現論」の授業では，担当者の一方向的な講義よりも，担当者と受講者，そして受講者相互
の対話を中心とした展開を充実させるようにしている。毎回ワイヤレスマイクを携えて教室内を回っ
たうえで，マイクを通して多くの受講者の意見を拾うように心がける。教室には様々な個性を持っ
た学生が集まっていることから，その教室の特性を生かした授業の展開をぜひとも工夫したい。わ
たくしはこの特性を「教室の文化」という用語で把握しているが，それを最大限に生かした授業方
法が望ましい。対話形式の授業が成功すると，教室全体が活性化して，授業全体が効果的に展開する。
また受講者の側にも，主体的に授業に参加するという意識が芽生えることになる。担当者からワイ
ヤレスマイクを向けて意見を収集する場面に加えて，受講者からの自主的な発言を促す場面も取り
入れるようにすると，次第に発言が増える傾向になる。以上のような交流活動を授業の中で実現す
ることも，「国語表現論」の重要な形態となる。効果的な交流を実現するために，「研究の手引き」「授
業レポート」「研究資料」はそれぞれ欠かせない役割を担うことになる。毎時間作成し，印刷をして
受講者に配布するようにしている。
3　「国語表現論」の目標と句会の授業の位置
2012 年度の「国語表現論Ｂ」の授業では，「国語表現の教材開発と授業開発」というテーマを掲げた。
この科目の教職に準じた科目としての位置付けに配慮して，国語教育の領域から「国語表現」を捉
えることにしたものである。「国語表現論」という科目の名称からは「作文」や「小論文」などの活
動を想起しがちだが，授業ではそのような発想にとらわれずに身近な表現の現場に目を向けること
にする。そしてことばによる表現という範疇のみに留まることなく，例えば漫画，アニメーション，
映画，音楽，テレビゲーム，インターネット，携帯電話などの受講者に身近な場所にある素材を取
り上げて，ことばとの接点を探りながら「国語表現」の教材を開発することにした。
国語教育における教材は常に授業と不可分の関係にある。教材開発を目指すことは，そのまま授
業の開発にもつながってくる。表現に対する学習者の興味・関心を喚起しつつ，表現に向かう意志
に働きかける教材開発，そして開発した教材を用いた授業創りを試みることが，主な授業の目標で
ある。
年間の授業を通しての到達目標は，まず国語科の科目および領域としての「国語表現」の特質を的
確にとらえることにある。そのうえで，「国語表現」にふさわしい教材を発掘して表現素材の教材化
ができるようにすること，そして発掘した教材を用いた「国語表現」の授業が構想できるようにする
ことが主な到達目標となる。加えて授業を通して受講者の表現力を伸ばすことも重要な目標である。
授業は，まず身近な場所から「国語表現」の素材を開拓してその教材化を目指すことを目標として，
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前期には担当者からの事例提供を中心に展開する。それを参考にして受講者は前期末にレポート作
成に取り組んで，教材開発・授業開発についての具体的な提案を試みることになる。後期には選ん
だ教材に基づく受講者の研究発表とそれに基づく研究協議という形態の授業を主として，さらに多
様な教材開発および授業開発を目指すことになる。
このたび句会を取り入れた授業を取り上げるのは，この授業内容が「国語表現論」の，延いては
国語科授業の一つの「授業モデル」としての役割を担えるのではないかという思いがあったからで
ある。すなわち，前の章で取り上げた個人，グループ，クラスというそれぞれの位相の学びが授業
の中で効果的に実現する。また授業のシステムを構築するために，「研究の手引き」「授業レポート」「研
究資料」をそれぞれ用意した授業でもある。そして，それらを効果的に活用する授業の具体的なイメー
ジを持つことができた。すなわち効果的な授業創りのための前提が整ったことから，改めて授業の「モ
デル」として位置付けられるものと考えて，その指導過程の詳細を紹介したい。
4　句会に関わる先行実践
俳句に関連する授業は全国で実践されている。俳句が短詩形文学で親しみやすく，また創作も比
較的手軽に実現できるという特徴から，読解・鑑賞の授業だけでなく，俳句の創作という活動を中
心にした授業も多い。したがって俳句に関わる先行研究や先行実践は多く出されている。本章では，
「国語表現論」の授業創りに際して特に参考にした先行研究・先行実践に絞ってそのいくつかを取り
上げてみたい。
『小林恭二五七五でいざ勝負』2 は，2000 年 7 月に放映されたＮＨＫの「課外授業ようこそ先輩」
という番組をもとにまとめられた文献である。小林自身が学んだ小学校を訪れて俳句の授業を実施
したときの様子が，詳しく紹介されている。小林は著作の中で句会の楽しみを紹介している 3 が，母
校での授業でも句会を扱っていた。
小林の授業では「吟行」を取り入れて，学習者が様々な場所に出向いて俳句を創作するという活
動が実施された。創作された俳句をもとに句会を実施することになる。用紙に清書されたすべての
学習者の俳句が掲示され，それを指導者が披講している間に秀句を 7句選ぶ。その際に，作者自身
の句は選ばないように注意される。その後に選んだ俳句を学習者の名前を入れて「＊＊選」として
読み上げる。全員の選句に指導者の選句も加えて集計をして，高得点の句について選評を交流して
から作者を確認して拍手を送る。小林の句会の授業はさらに団体戦，個人戦と続く。授業の中で俳
句の特徴や創作の方法について適切な指導がなされている点に注目したい。
小学生を対象とした俳句の授業が具体的に紹介された先行実践の中に，『新学習指導要領対応・楽
しい俳句の授業―わかる・つくる』4 がある。この文献では，小学校の低・中・高学年に分けて，そ
れぞれの学年の俳句の授業が具体的に紹介されているのが特徴である。高学年の最後に「句会をし
よう」という授業が紹介されている。その中では，「句会の流れ」が次の 6段階に分けられていた。
なお各段階を示す数字は原文のままとする。
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Ⅰ　選句する　　Ⅱ　披講する　　Ⅲ　鑑賞する　　Ⅳ　点盛りをする
Ⅴ　高得点句について　　Ⅵ　句会賞発表
事前に学習者全員に俳句を提出させ，それをすべて用紙にまとめてあらかじめ配布したうえで，
以上のような段階で授業が展開する。選句は，特選を 1句，入選を 3句選び，俳句を紹介した用紙
にそれぞれ「◎」「○」の記号で記入する。続いて選んだ句を大きな声で読み上げ，特選に選んだ句
について感想を話す。そのうえで「◎」を 2点，「○」を 1点として点数を集計し，特に得点の高かっ
た俳句の作者が感想を話す。最後にすべての俳句の中で最も得点の高い俳句に「句会賞」を授与し，
教室に俳句を掲示するという展開である。この授業は指導過程が簡潔かつ明瞭で，教室での確かな
展開が期待できる。なお同じ著者による『俳句の授業をたのしく深く』5 でも，最後に句会の実践が
紹介されている。
続いて『俳句の授業ができる本』6 には，様々な「句会ライブ」の実際が紹介されている。「応用編」
の「小学校高学年〜一般対象」には「勝ち抜き句合わせ」（高等学校〜一般）が収録されている。本
稿で紹介するのは大学生を対象にした授業ということで，特にこの内容を参照した。この文献では
俳句の創作に「一物仕立て」と「取り合わせ」の二つの方法があることに言及したうえで，実際の
句作に当っては「取り合わせ」に着目した俳句を作らせているところに注目したい。「勝ち抜き句合
わせ」では，まず 5分間を俳句を作る時間とする。創作した俳句を投句し，その句の中から「句合
わせ」に進出する 15 句から 16 句程度を選句し，清書する。
右方と左方とに分かれ，それぞれの句を読み上げる。どちらが好きか，よい句かを話し合う。話
し合いが一段落してから挙手によって勝ち残る句を決定する。挙手による選句が一段落した後で，
俳句を書いた用紙を掲示する。その用紙に書かれた俳句を朗読して紹介する。句合わせの結果，選
ばれなかった句については作者を確認する。最後の決勝に残った俳句については，すべての句の作
者を明らかにする。この「勝ち抜き句合わせ」の方法は，本稿で紹介する授業にも取り入れること
にした。
本章で取り上げた句会の授業はあくまでも一つの実践例だが，それぞれの授業内容に共通する要
素を精選して取り入れた授業を計画することにした。まず俳句を創作する際に参考になるような助
言を取り入れる。ここでは専門家の指摘を踏まえた簡潔な助言を試みる。先に紹介した『俳句の授
業ができる本』では，「取り合わせ」の技法を導入した創作を提案しているが，ポイントを絞って俳
句創作へといざなうことができるような助言をしたい。
それを参考にして，受講者に実際に俳句を創作させる。その俳句をグループとクラスで参照し評
価して相互に俳句の表現を学ぶことができるように配慮する。その過程で受講者は様々な表現の問
題と出会い，学ぶことになる。先行実践を参考にして，これらの要素を生かした授業の構想を練り
上げることにした。
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5　言語活動例と授業の目標
本稿で紹介する授業の基盤にあるのは，俳句の創作と相互評価である。ここで 2008 年告示の小学
校および中学校学習指導要領，そして 2009 年告示の高等学校学習指導要領の「国語」を参照すると，
「内容」に収められた言語活動例の中に，いずれの校種でも「詩歌の創作」が含まれていることに着
目したい。
まず小学校では，「第 3学年及び第 4学年」の「書くこと」の領域の言語活動例として，次のよう
なものがある。（下線は引用者による。以下同じ。）
ア　身近なこと，想像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書いたりすること。
また「第 5学年及び第 6学年」の「書くこと」の言語活動例では，俳句の創作も含まれている。
ア　経験したこと，想像したことなどを基に，詩や短歌，俳句をつくったり，物語や随筆などを
書いたりすること。
続いて中学校では，「第 2学年」の「書くこと」の言語活動例に，以下のようなものがある。
ア　表現の仕方を工夫して，詩歌をつくったり物語などを書いたりすること。
さらに高等学校の必修科目「国語総合」の「書くこと」の領域においては，以下のような言語活
動例がある。
ア　情景や心情の描写を取り入れて，詩歌をつくったり随筆などを書いたりすること。
選択科目では，「国語表現」に，次のような言語活動例が見られる。
イ　詩歌をつくったり小説などを書いたり，鑑賞したことをまとめたりすること。
以上の引用から明らかなように，2008 年・2009 年告示の学習指導要領においては，国語科の「書
くこと」の領域の言語活動例として，小学校から高等学校までを通して詩歌の創作が掲げられている。
このことから国語科教科書に詩歌の創作に関わる活動が含まれ，教育現場においても授業で扱われ
ているということになる。教員免許の取得を希望する学生にとって必修となる「国語表現論」の授
業で俳句の創作を取り上げるのは，学習指導要領との対応という観点からも必要なことであると考
えた。
そこで改めて，句会の授業で目標とするところを確認しておきたい。授業で目標とするのは，以
下のような点である。まず大きく二つの目標を掲げることになる。
①　受講者が興味・関心を持って，俳句の創作という表現の活動に取り組むこと。
②　他者の表現を参考にして，自らの表現を磨くこと。
授業中に求められる俳句創作という活動に対して，すべての受講者が興味・関心を持って取り組
むような授業を展開しなければならない。そのためには，日ごろから受講者に表現を楽しむような
習慣を身に付けるような配慮が必要である。「国語表現論」の授業では，1回につき一つのテーマを
掲げているが，受講者にとって身近で関心のある題材を精選して扱うようにしている。ここで取り
上げる句会の授業もまた，1回で完結する内容を目指したものである。
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創作した俳句は，相互評価を通して鑑賞されることになる。個人で創作した俳句をそのままの状
態にとどめるのではなく，相互に批評するという活動を通して，他者の様々な表現から学ぶことが
できる。短時間のうちに評価ができるところに俳句の特色がある。この交流活動を目指すという点が，
今回の授業の二つ目の目標である。
授業では，学習形態としてグループ学習を取り入れる。そこで個人の学びがグループの学び，さ
らにクラスの学びを経て深化し，最終的に個人の学びへとフィードバックされるという展開に特に
配慮した。
③　個人・グループ・クラスそれぞれの場所での学びが効果的に交流しつつ，深化すること。
この点を効果的に展開し実現することも授業の重要な目標であり，「授業モデル」としての位置付
けにも深く関わることになる。以下の章で，具体的な授業の展開を紹介する。
6　句会の授業展開・1（個人レベルからグループレベルへ）
続けて本章と次章では，具体的な授業の展開について紹介する。カッコ内の時間は活動に要した
おおよその時間である。実践した日時は 2012 年 7 月 13 日（金）の 2限（10 時 40 分から 12 時 10
分まで）の「国語表現論B」の授業で，当日の参加者は 63 名であった。なお授業時間は正味 90 分
だが，授業構想および実際の授業では 80 分をもとに時間配当を考えて，10 分を調整の時間とした。
（1）授業の展開についての説明（5分）
2012 年度「国語表現論Ｂ」の授業は，毎時間一つのテーマを掲げて，そのテーマに関しては 1時
間で終了することにした。その日の授業で扱うテーマに関しては，前の授業時に予告をすることに
していた。まずこの時間に扱うテーマについて紹介し，1時間の授業の中でどのような活動を展開す
るのかを簡単に説明する。受講者は説明を聞いて，1時間の授業のおおよそのイメージを把握するこ
とになる。
授業のテーマは「句会を楽しむ」とした。一つはテーマを定めて俳句を創作するという表現の活
動，そしていま一つは創作した俳句をグループおよびクラスで交流して相互評価をするという活動
が，授業の中核となる。まずはその点について受講者の理解を促すことにした。
（2）専門家の考え方の紹介（10分）
当日配布した「研究資料」には，俳人坪内稔典の著作 7 からの引用を掲載した。まず受講者に「研
究資料」を参照させて，著名な俳人の考え方を紹介する。そこで紹介した資料の一部を以下に引用
する。
おおまかな言い方ですが，表現には二つのかたちがあります。
①　感動を表現する。
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②　表現して感動を探す。
この二つです。近代の中心になったのは①でした。作文にしろ詩歌，小説にしろ，作者の感
動がまずあって，その感動を書くとみなされてきました。（中略）
俳句は感動から出発する表現ではありません。つまり，さきの②の立場が俳句です。
このように，俳句が「感動を表現する」ものではなく，「表現して感動を探す」ものであるという
坪内の考え方をまず紹介し，それを参考に俳句の創作に取り組むように促した。
続いて同じ文献から「句会の仕方」に関して説明された箇所を取り上げた。坪内によれば，句会
の仕方は以下のような流れになる。
①　出題
②　俳句を作る
③　投句（作った句を紙に書いて出すこと）
④　清書
⑤　選句
⑥　選句の発表（披講）
⑦　合評
⑧　作者の名乗り
以上のような流れについて紹介し，授業ではこの流れをもとにいくつかのアレンジを加えて展開
することを伝えた。ここまでが全体の導入である。
（3）出題と創作（15 分）
続いて，授業で創作する俳句の題を決めることにした。いわゆる「題詠」である。受講者各自が
自由なテーマで創作するのではなく，あらかじめ題を決めたのは，坪内稔典の以下のような指摘に
よる。
僕の場合，教室の句会では題を出します。いわゆる季語か，あるいは季語ではない「階段」
とか「エレベーター」というような言葉でもいいです。要するに題は発想の手がかりになります。
しかも，みんなが同じ題で同じ時間に作るということが，意外に刺激的なんです。
授業では「季語」を題として選択することにした。授業の当日が 7月ということで「夏」の季語
を選ぶことにした。そこで教室の最前列に掛けている 6名の学生に依頼して，「夏」の季語から好き
なものを 1語選択して黒板に書くように依頼した。このとき学生に提示したのは，『ねんてん先生の
俳句の学校 1』8 に掲載された夏の季語である。
6名の学生が選んだ季語が板書されたところで，その中から俳句の創作に最もふさわしい題を 2語
選択する。全員に 1回ずつ挙手をさせて，上位の 2語を題として定めた。その結果，授業で選ばれ
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た題は「夕立」と「すいか」の 2語であった。
それぞれの題をもとに，1句ずつ創作させることにした。なお，創作に要する時間は 10 分と指定
して，10分以内でそれぞれの題につき1句ずつ合計2句を創作させた。創作した俳句は「授業レポート」
に記入する。その後でＡ 4サイズ 4分の 1の縦長の用紙を「短冊」として 1名につき 2枚ずつ配布
したものに，創作した俳句を清書することにした。「短冊」には創作した俳句のみ記入し，氏名はいっ
さい記入しないようにした。教室の状況では，ほぼすべての学生が 10 分以内に 2句を創作し清書す
ることができた。ここまでが「個人レベル」の活動である。
（4）グループ内での選句と批評（25分）
続いて「グループレベル」の活動となる。グループの規模は，5人もしくは 6人として，座席が近
い者を中心に自主的に編成するように指示を出す。なお，「国語表現論Ｂ」ではすでに同様のグルー
プ編成に基づく授業を実施していたこともあって，グループ編成は円滑に実施できた。
「授業レポート」にグループのメンバーを記入し，続いてリーダーを互選する。選出されたリーダー
を中心にグループレベルの学習を展開することになる。結果として編成されたグループは 12 グルー
プとなった。座席の位置に即して，1班から 12 班まで担当者が割り振りをした。
グループごとに，まず構成員の学生が創作した俳句を書いた短冊を裏返しにして配布し，全員の
俳句が配られてから，手元の短冊に書かれた俳句を 1句ずつ声に出して読んでから机の上に置く。
すべての俳句が朗読と短冊によって紹介されてから，今度はどの俳句が最もよいと思ったかについ
て，グループの構成員がそれぞれ理由を添えて投票し，選んだ理由を明らかにする。なおその際に，
自分自身の創作した俳句は選ばないようにというルールを徹底する。あくまでも自分以外のメンバー
が創作した俳句の中から秀句を選ぶことになる。このグループでの交流活動には 20 分を充てること
にした。
先に述べたように，全員に与えられた題は「夕立」と「すいか」であった。それぞれの題に即し
て 1句ずつ創作されたことになる。ただし，秀句を選ぶ際には，どちらの題に関するものでもよい
から，よいと思った 1句を選ぶようにする。さらに，創作されたすべての俳句についての感想をグ
ループ内で交流するように指示をした。
1班から 12 班のグループで選ばれた俳句は，それぞれ以下のようなものであった。
1班　部活明けひやりととけるすいかバー
2班　優しさを見せぬあなたはすいかかな
3班　小さいころ大好きだったスイカバー
4班　二人きり夕立の中傘一つ
5班　軒下の猫と夕立やり過ごす
6班　墓参り袖を濡らすは夕立か
7班　「おいしいね」まあるい笑顔すいか顔
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8 班　大人でもすいかの種は庭に吹く
9班　夕立に降られて急ぐ夏の道
10 班　水風呂でからだを冷やすすいかかな
11 班　夏空にすいかの種を打ち上げる
12 班　すいか割り思い出すのはあの夏か
「授業レポート」には，グループで選ばれた俳句とその俳句に関するコメントを記入するようにした。
7　句会の授業展開・2（グループレベルからクラスレベルを経て個人レベルへ）
句会の授業はグループレベルからクラスレベルへと移行する。以下，続けて実際の授業の展開に
即して紹介したい。
（5）クラスでの選句と批評（10分）
前の章末に紹介した 1班から 12 班までのグループ内で選ばれた代表句をめぐって，今度はクラス
単位での評価に移ることにした。すなわち，12 のグループを二つずつのチームに分けて，代表者が
その句を読み上げる。まず，1班と 2班とのリーダーがそれぞれ自身のグループで選ばれた俳句を交
互に 2回ずつ朗読する。それを聞いた 1班と 2班以外のメンバーが，全員でどちらの俳句がよいと
思うかを挙手によって評価した。当該の二つのグループは評価には加わらず，リーダーが相手グルー
プを評価して挙手したメンバーの人数を数えることにする。
まず 1班が選ばれた句を朗読し，続いて 2班が朗読する。さらに 1班，2班の順で朗読を繰り返
すことにした。その後で，1班の俳句をよいとしたメンバー，続いて 2班の俳句を選んだメンバー
に挙手で意思表示をさせる。なお 1班と 2班のメンバーは，どちらにも挙手しないように配慮する。
各グループのリーダーに依頼して，相手グループに挙手した学生の人数を数えてもらった。その結果，
選んだ人数が多かった俳句を残すようにした。同様にして，3班と 4班，5班と 6班のように，二つ
の班ごとに選出された俳句をリーダーが朗読してどちらがよかったかを尋ねることになる。
合計で 6回，二つのグループごとに選句を実施する。ちなみに，すでに引用した 12 の俳句の中で，
クラス内で選ばれたのは，以下のグループの作品であった。
2班，4班，6班，7班，10 班，11 班。
クラス全体で選ばれた作品 6句は，それぞれのグループの代表者によって，黒板に書き写すよう
にした。すなわち，それまではすべて音声によって「披講」をしているものだが，この段階に来て
初めて文字情報に基づく選句と評価をさせることになる。
板書された 6句の俳句は，それぞれのグループで秀句として選ばれ，さらにクラスでも共感した
者が多かった作品である。それを順に担当者が朗読して紹介し，すべての紹介の後でクラス全員に
よって評価することになった。評価の方法は，6句の中で最もよいと判断した俳句を 1句選んで，挙
手によってどの句を選んだかを示すという方法にした。その際に作者は，自らの創作した句は秀句
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として選ばないというルールも確認した。またそれぞれの俳句を選んだ者の中から，2名もしくは 3
名を指名して，選択した理由について簡潔に発表してもらった。この結果，6句すべてについての選
評を交流し，クラス全体で共有することができたことになる。
クラス全体での評価の結果，秀句として選んだ人数が最も多かったのは，10 班の「水風呂でから
だを冷やすすいかかな」という作品であった。この句の選評としては，以下のような内容が多かった。
すなわち，修辞技法として擬人法が効果的に用いられていて，情景が生き生きと描かれているとい
う点である。
第 2位になった俳句は 6班の「墓参り袖を濡らすは夕立か」という句であった。この句の選評と
しては，「袖を濡らす」という古風な表現が，夕立と涙で濡れる二つの意味を掛けて効果的に用いら
れている点を評価するものが多かった。
最後に第 1位と第 2位になった俳句に関して，作者の学生に名乗らせることにした。クラス全員
からの拍手をもって，多くの支持を集めたことを称えることになった。
（6）俳句の評価をめぐって（15分）
以上のような展開，すなわち俳句の創作という個人レベルの活動から出発して，グループ単位の
活動，さらにクラス単位の活動へと展開する過程で，受講者は様々な学びを経験することになった。
そして最後には再び個人レベルへと戻って，「授業レポート」に二つの観点から総括的なコメントを
まとめることになる。その一つは，俳句の評価について，すなわち俳句のよしあしを判定する際に
どのような要素を勘案したらよいのかという点である。
この点に関しては，主に秀句の条件として，以下のような観点が提案された。
多くの共感が得られる。語感に無理がない。季節感が出ている。リズムが整っている。情景が
直ちに鮮明に思い浮かべられる。句の意味や世界観がストレートに伝わる。一見するとかけ離
れている二つのものをつなぐ。含蓄のあることばが用いられている。
多くの受講者に共通している観点は，俳句に表現された情景が直接理解できること，それでいて
どこか含蓄のある，奥行が感じられるという点であった。実際に俳句を創作するという活動を通して，
このような考え方に至ったという点を重視しておきたい。
総括的なコメントとして二つ目に受講者に求めたのは，俳句の創作を通して考えたことは何かと
いう点である。この点に関しては，例えば以下のような感想が寄せられた。
多様な表現に挑戦することができて興味深い。限られた字数で表現するのは難しいが楽しい活
動であった。あらかじめ題を決めた点が創作しやすい。同一の題にもかかわらず全員異なる俳
句ができるのは驚きでもある。短いことばから多様な表現が生まれることを痛感。ことばの使
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い方一つで全体の雰囲気が変わるところに俳句の面白さが感じられる。様々な俳句に触れると
新たな発想が浮かぶ。創作した句を全員で論評して発想を広げることができた。
以上の感想には，この授業で目標とした要素が多く含まれている。何よりも俳句の創作とその批
評を主に扱う句会という形態の活動自体に，受講者が強い関心を示したことに注目したい。受講者
が興味・関心を抱いて言語活動を展開するところに，国語科の授業創りの最も重要な要素がある。
それを担当する「国語表現論」の授業で生かすことこそが，担当者としての最大の目標であったわ
けだが，その点は実際の授業実践を通して達成することができたという実感がある。
8　授業の総括と今後の課題
本稿で紹介した句会の授業では，まず俳句の専門家の指摘を参照するところから出発した。わた
くしは，感動を表現するのではなく，表現して感動を探すのが大切であるという坪内稔典の考え方
を取り上げた。対象が大学生，しかも国語国文学科の学生が多いという状況の中で，あまり初歩的
かつ一般的な助言は避けて，坪内の指摘を取り上げることにしたのである。本稿の第 4章で紹介し
たように，『俳句の授業ができる本』9 では俳句の基本的な作法としての「一物仕立て」「取り合わせ」
の二つの方法を紹介しているが，時間に余裕があればこのような具体的な俳句創作に関わる技法な
どに関してあらかじめ紹介するとより効果的であろう。
続けて，俳句創作の前提として題を決める。しかもこの題には季語の中から選ぶという制限を課
することにした。季語を題とすることによって「一物仕立て」「取り合わせ」のいずれの方法によっ
ても創作ができるように配慮した。そして二つの題を決めて，それぞれ 1句ずつ創作させるという
課題を工夫したのである。これは，ある題からなかなか創作が進まない受講者でも，題が変わると
創作ができるという可能性に配慮したものである。なお，句作に要する時間は 10 分に限定した。
「国語表現論」の授業は，大学の国語国文学科の専門選択科目という位置付けからも明らかなよう
に，受講者の多くは俳句に関する基本的な知見を有している。句作に関して特別の指導をしなくても，
題を指示するのみで受講者全員が時間内に俳句を創作することができた。そこまでを個人レベルの
学びとして，授業は続けてグループレベルの学びへと展開することになった。最初に授業展開の方
法について説明を徹底するとともに，「研究の手引き」を活用して具体的な学びの手順を受講者に理
解させるようにした。グループ学習に関しては，「国語表現論」の授業ではすでに経験していること
から，円滑にグループ編成をして自主的な学びへと移行できた。中・高等学校の教育現場で実践す
る際には，さらにきめの細かい学習方法に関する指示を徹底しなければならない。
20 分を費やしてグループ内での選句が終わったら，先に触れた『俳句の授業ができる本』に紹介
された「勝ち抜き句合わせ」の方法を導入して，二つのグループごとに選ばれた句の「句合わせ」
をしてどちらがよいかを判定することになる。判定の際には当該グループは除いた全員の挙手によっ
て，選んだメンバーの数が多い方の句を残すという形態で「勝ち抜き」をする。クラスの中に 12 の
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グループが編成されたことから，2グループずつの句合わせにより，最終的に 6句が選出される。そ
の句をグループの代表者が板書する。この段階で時間に余裕があれば，二つのグループで競った際に，
それぞれの句に対する感想を簡単にでも交流できればよい。他者の表現の工夫から，いろいろと学
ぶことがある。このとき，「授業レポート」が活用できる。「授業レポート」は，グループでの学び
の履歴を整理できるように工夫する必要がある。
最後に板書された6句について，クラス全体で1回ずつ最もよかったと思われる俳句に挙手をさせ，
その集計によって 1位と 2位を決定した。これがいわば「決勝戦」となることから，その句を選ん
だメンバーからの選評を発表させることにした。最終的に 1位と 2位の俳句について，選んだメン
バーのコメントとともに担当者からのコメントも紹介し，最後に作者が名乗り出て全員で拍手をもっ
て称えた。この段階で，授業時間は約 75 分である。
授業は最後に再度個人レベルの学びへと戻ることになる。「授業レポート」に俳句を評価する観点，
すなわちよい俳句とはどのようなものかという課題についてまとめさせる。さらに今回の授業の感
想も整理するようにした。時間は 5分から 10 分程度で，「授業レポート」にまとめた評価の観点に
関わる内容を数名の受講者に発表させ，最後の簡単な交流をして授業は終了となる。
授業の評価は，主として受講者全員が提出する「授業レポート」によって行う。そこには，個人・
グループ・クラスのそれぞれの場面での学習活動も記録できるようになっていることから，どの程
度の記録が残っているかという観点から，個々の受講者の学びを評価することができる。
本稿で紹介したのは大学の 1コマ 90 分の「国語表現論」の授業における実践である。中・高等学
校での授業にも十分に応用可能な内容であることから，国語科教育に関わる内容を扱うというこの
科目の趣旨に合致する。そして，国語科の特に「書くこと」の領域に関わる活動の実現を目指すこ
とができる。加えて，国語科の学びを個人，グループ，クラスの各段階での交流活動を通して深化
させることを目指したものである。授業は「研究の手引き」に即して展開し，受講者は「研究資料」
を読みながら，「授業レポート」に書いてまとめる。以上のような実態から，大学の「国語表現論」
の授業の一つの「モデル」となり得るものである。すなわちここで紹介した指導過程を経ることによっ
て，1時間で完結する句会の授業を展開することができる。それは大学に限らず，小・中・高の教育
現場での授業にも導入可能な内容となる。
今後の主要な課題は，授業の質を高めることである。すなわち句会に関する専門的な知識はもち
ろん，俳句について，特に俳句の創作について，専門的な知見をさらに取り入れた授業を構想する
必要がある。また，本稿で紹介した授業は大学の 1コマ 90 分の授業ということで，中・高等学校の
現場ではさらに時間を圧縮して実施しなければならない。50 分を単位時間とした指導計画の練り直
しが必要となろう。ただし短時間で実践できるという特質からは，いわゆる「投げ込み」の扱いで
手軽に実践できるという利点がある。
今回紹介した授業では，個人の創作した俳句がグループでの学習時に選ばれなかったときには，
そのままの状態になってしまうという課題が残った。クラス全員の受講者の創作した俳句をプリン
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トにまとめて，クラス全体にフィードバックすることが理想である。グループで選ばれた俳句以外
にもすべての受講者の俳句を紹介することによって，他者の表現から学ぶという姿勢がさらに強化
される。今後の課題としたい。
本稿で紹介した句会の授業は，先行実践を踏まえつつ，わたくし自身の実践の蓄積をもとに開発
した授業のモデルである。このモデルをもとにしつつ，様々な改定を加えながら実践することによっ
て，一定の成果を得ることが可能となる。俳句は 17 文字という短い字数で表現し，しかも定型で
季語を用いるという約束事がある。この約束事によって，学習者はかえって表現しやすくなる。ま
た短時間のうちに多様な表現を実現できるという特色もある。教室での創作という活動にはきわめ
てふさわしいジャンルと言えよう。しかも句会という場を設けることによって，個人からグループ，
さらにグループからクラスへと交流の場所を広げることができる。クラスを単位とした授業という
場の特性を生かした展開ができることも，授業モデルとしての位置を支えてくれることであろう。
冒頭で言及した「魅力ある授業」を実践するために，多様な観点から検証しつつ練り上げた授業
モデルを積み重ねることは，国語教育研究の重要な課題の一つにほかならない。今後も授業開発を
続けながら，魅力ある授業のモデルを提案したいと思う。
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